
ま　と　め

　中央本線塩嶺トンネル周辺の植生動態の調査研究が1978年5月から1981年9月まで

の計8回継続して進められてきた。調査は永久方形区を設定し，定期的な継続調査が進

められた。最終的には24ケ所の永久方形区についておもに植生調査がおこなわれた。調

査結果，比較的急激な植生の動態を示すものと，緩漫な動態しか示さない調査区とに分

かれ，わずかながら植生の動態の傾向がうかがい知れるようになってきている。また同

時に，調査方法，調査区設定位置（対象植生）等に考慮を要する点も明らかとなってき

ている。

　いままでの調査研究の結果から明らかとなってきた点をまとめると以下のようになる。

1）永久方形区内の生育種の増減は，出現楚楚の少ない群落では少ないが，出現丁数20

種を超える群落では，増減がはげしい。

2）春季相の調査結果は，その年の天篠に大きく左右され，生育種の増減は，必ずしも

群落の動態を意味していない。

3）秋季相では，永久方形区内の生育種が全部，芽吹き，展開した後であり，群落の動

態の把握により適当な時期である。これは恒存率と変化率との関係がほぼ一直線に並ぶ

ことからうかがうことができる。

4）人為植生であるアカマツやカラマツの造林地は生育種の絶対数と変動が大きく，ま

た種の消長にかかわる要因が多様であり，群落動態の把握の対象としてやや不適である。

5）永久方形区内の種の増減の三二は多様であるが，地下水位あるいは水分条件の変動

に限ってみた時，今のところ，水生植物（HH）の生活形をもつ植物の増減がもっとも

高い相関々係を有しているといえる。

　すなわち生活形スペクトルB群，C群およびD群がもっとも高い指標性を示すものと

考えられる。

6）人工植裁林であるカラマツ，アカマツ林ではいずれも出現丁数の急激な増加がみら

れる。

7）湿生マント低木林およびシバ草地では出現計数にほとんど変化がない。

8）PQ～23，PQ－29の湿生草原では出現種数の減少がみられる。

9）自然生の湿性林や湿生草原では春季相と秋季相で植物種の動態が異なっている。
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